
夢みなとエリアの再整備を考えるワークショップ 

<< 実施報告書 >> 

 

 日 時：令和５年１２月２６日（火）１３：００～１６：１０ 

 場 所：境港市民交流センター「みなとテラス」大会議室 

 出席者：・中学生１４名：一中 ５名、二中 ５名、三中 ４名 

・高校生 ６名：境高校 ３名、境港総合技術高校 ３名 

      ・市職員 ５名：令和５年度新入職員  計２５名 

  講 師：境港市教育長 山本淳一 

事務局：総合政策課 小川次長、立花補佐、安達主事 

 

 日 程：（１）開 会 （１３：００～１３：０５）  

        ○ あいさつ   境港市長 伊達 憲太郎  

（２）総合政策課からの説明 （１３：０５～１３：１０） 

        ○ 日程・趣旨説明・班ごとの自己紹介 

（３）境港管理組からの説明（１３：１０～１３：２５） 

        ○ 夢みなとエリア再整備について 

      （４）ワークショップ（１３：２５～１６：００） 

        ○ 講師・ファシリテーター 境港市教育長 山本 淳一  

① 教育長による話題提供・アイスブレイク 

② 自分が考える夢みなとエリアの課題を付箋に書き出す 

③ 模造紙に自分が書いた付箋を貼り、グループ内で意見を集約する 

④ 意見交換・深堀しながら優先順位をつける 

⑤ 絵などグラフィックを活用して相手に伝わる発表の準備 

⑥ グループで役割を決める（発表役、書記、フォロワー、タイムキーパーなど） 

⑦ グループごとに考えたアイデアの発表 

⑧ 教育長による総括 

 

◎発表要旨（発言順） 

【Ｄグループ：高校生＋市役所】 

 ・「観光（客）をメインにして活性化を図る」 

  ⇒スターバックス、水族館、グランピング施設、小型船の停泊施設などの整備 

   ※水族館…境港だけしか見れないもの、総合技術高校が採ってきた生き物を展示する

など市民も参加できる観光資源とする 

   ※グランピング施設…釣った魚を食べられるサービスなど他施設と差別化を図る 

 ・交通手段（自転車、空港からの直行バス、はまるーぷバス）、環境整備（街灯を増や

す、きれいな海が見える、ベンチを増やす）を充実し、集客を図る。 



  

【Ａグループ：中学生】 

 ・境港で獲れた魚の展示をする水族館や海を使った映えスポット、キッチンカーなどの若

者向けの飲食店などで集客を図る。 

・水上アスレチックを作る。 

・休憩できる日影のあるスポットを作って熱中症を防ぐ場所を作る。 

・駅から夢みなとエリアまでの直通バスや境港をテーマにしたユニークな乗り物を整備す

る。 

・夢みなと公園で鬼太郎やチョボリンなどのキャラクター探しのイベントを開催する。 

（質疑） 

 ・市   長：鬼太郎やチョボリンなどのキャラクター探しのイベントは具体的にはどの

ようなものですか。 

 ・Ａグループ：夢みなとエリア内に隠れているキャラクターを見つけるキャラクター探し

する簡単にいうとスタンプラリーみたいなイベント。 

 

【Ｃグループ：中学生】 

 ・「若者が集まらない、行くきっかけがないという課題を解決したい」 

 ・若者を集客するために、ボウリング場、カラオケ、スタバ、韓国・中国グルメやグッ

ズ、アニメ・漫画のグッズを販売するショッピングモールなど大きい店舗を作る。 

・夢みなと公園に１２月にはクリスマスツリーを飾るなど、季節にあったものを作る。 

・カラフルな花を植えたり、イルミネーションなどの“映えスポット”を作る。 

・釣り場が近いので、新鮮な魚が食べられる場所があるといい。魚釣り場の塀をもう少し

低くしたり、幅を広くする。 

・交通面では、バスの増便、電車を通すといいと思う。 

・公園に遊具が少ないので、遊具を設置する。 

（質疑） 

 ・市   長：夢みなとエリアから白砂青松の弓ヶ浜と大山が見える。あれは“映えスポ

ット”にならないですか。中学生の感覚として。 

・Ｃグループ：自然系の“映えスポット”は他にも結構あると思うんですよ。だけど、都

会的な感じの、カフェとか、おしゃれな店とか、若者としては、そういう

“映えスポット”も欲しいと思います。 

 ・市   長：はい。ちなみに正月あたりに夢みなとエリアから日の出が出る大山を写す

と米子城で有名になっているダイヤモンド大山になります。ダイヤモンド

大山から朝日が上がると美保湾にオレンジロードができます。 

 ・Ｃグループ：映えると思います。 

 

【Ｂグループ：中学生】 

・釣り場やキャンプ場を生かしてイベントを開催する。 



・流行りのものを販売する店やいろいろな人が楽しめる施設を作る。 

・その他にも色を増やすために、公園に花を増やして色とりどりにするなどして、雰囲気

を明るくする。 

・境港といえばという魚を使って、季節ごとの魚図鑑を作るなど、境港でしか感じること

のできない雰囲気づくりをする。 

・ＳＮＳでの情報発信、チラシ、ポスターによる呼びかけにより集客を図る。 

（質疑） 

 ・教 育 長：花を植えるという発想は、何か理由があるんですか。具体的にこういう花

というのはありますか。 

 ・Ｂグループ：具体的にはだ考えていないんですけど、雰囲気を明るくするためのもの

で、しっかり色のある花を増やしてみるのがいいかなと思います。 

 ・管 理 組 合：お店は、どんなお店っていう具体的なイメージはありますか。 

 ・Ｂグループ：例えばイオンとかに入っているコスメのお店や服のお店など、ネットや米

子に行かないと買えないようなものを境港市で手軽に買えるとそこにも行

きたいなって思うし、住んでいてラッキーだなって思える。 

 ・ 

【Ｅグループ：高校生＋市役所】 

・「ファミリー向けの夢みなとエリア」を目指す。 

・課題として車がないと移動しづらいイメージがあるので、学校が終わってからでも行け

る交通手段が欲しい。 

・他にも賑わっているイメージが湧かない、モノ、店がない、子供が遊べる場所がない、

夢みなと公園に行く目的がないという課題がある。 

・キャンプ場にコンテナのようなコテージがあればいい。他に公衆トイレ、ドッグランを

整備する。 

・釣り具屋が近くにあれば便利。桟橋の手すりが高い家族向けの釣り場整備、釣り人にと

っての設備を充実するなど。 

・広い土地を活用して、映画の放映や飲食スペースとあわせて、遊べるところも欲しい。 

・既存のキャンプ場設備をアップグレードしてグランピング施設を整備する。 

・グランピング中のアトラクションという面でも釣りを楽しんでもらえるように、釣り具

のレンタルや初心者向けの釣り堀を作ることで、市民の方でも気軽に来れて人が集える

夢みなとエリアになるのではないのか。 

・バスケットコート、テニスの壁打ち、子供向けの遊具を作ることによって、より集客が

見込めるエリアになるのではないのか。 

【市長コメント】 

・皆さんのいろいろなアイデアが出てきた。グランピング、ＳＮＳでの発信、映えスポッ

トなど、これから管理組合と一緒になって、このエリアが賑やかになるように我々も一

生懸命、今日のアイデアを取り入れて考えていきたい。 



  

・大事なことは、皆さんがこれからずっと境港にいることはないかもしれない。都会の大

学などに出て行かれるかもしれませんが、今日の５つのグループの発表を聞いて、境港

はええとこだなと思ったこと、それを都会に行っても境港を自慢することが大事です。

しっかり故郷を思って自慢してください。 

 

【教育長まとめ】 

・グランピングやコンテナコテージなどでキャンプ場をもう一度綺麗に整備するとニーズ

は掘り起こせる可能性があるっていうことを皆さん感じています。 

・若者で賑やかなところに行くのとは別に、家族で楽しめるファミリーをターゲットにす

るっていう発想もありました。 

・ＳＮＳの活用。ＳＮＳの“映えスポット”だとか、自然のままで残すことも大事だけ

ど、例えば大きなクリスマスツリーも必要と言われたのは、クリスマスにはあそこ行っ

て写真撮ろうよとか、後ろに大山が見えるよとか、朝行くとダイヤモンド大山が見える

とか、おしゃれなスポットに行ってみたいなっていうようなことが、ＳＮＳで発信する

のは若者の中では当たり前になっている。 

・夢みなとエリアへ行ったら面白いことがある、こんなイベントやってる、キッチンカー

が来てるってなると、ちょっと時間あるし行ってみようかというようになる。 

・出てきた答えが大切というわけではなくて、今日のように話し合うことや、そこへ持っ

ていく過程が大事。いかにこれをまとめ上げて、プライオリティをつけていくのか。そ

れを推す理由はどこにあるか。ということが言えるようになることが、これからのリー

ダーに課せられた役割です。 

・リーダーは、いかにみんなの意見を吸い上げて、みんなを束ねて、そして磨き上げて、

優先順位をつけてアウトプットしていくか。イニシアチブをとって先頭になって突破し

ていくことがリーダーの大切なポイント。 

・もう一つは、例えば、どうしてもバスケットのスリーオンスリーのコートがいる。これ

を熱で推すっていうことが大事。情熱という熱で、自分が思っていることを伝えること

は、人の心を動かす可能性があるということです。 

・もう一つは、今日ワークショップをしながら、裏では境港の良さをみんなが考えてくれ

たということ。大山がいいとか、魚を美味しくてさばいてくれるところがあったらいい

とか、ショッピングモールがあったら人が賑わっていいとか、境港の課題と同時に境港

の良さも知っているっていうことに気づいたと思います。 

・考えていくということは難しいことじゃなくて楽しいこと。未来を描くということは、

誰も知らないので勇気はいるけど、すごく夢があるということ。こういうことを学校で

も、社会に出ても、或いは上級の学校に行っても、続けてもらいたいというのが私の願

いです。 

・あとは境港管理組合の方で、今日の意見を上手に拾っていただいて、若者の意見を反映

していただけるようなものにしていただければと思います。 



 

ワークショップの様子 

  

 

  

 

  

 

  


